
ナ
タ

...... ，、

ナ
ダ
ウ
ラ

灘
浦
鹿
町
都
斡
捕
の
越
か
ら
越
巾

一
の
そ
れ
を
小
に
し
た
如
き
似
を
呈
す
る
。
三
説
記
に
、
一
誠
二
Z
E露
間
則
之
冥
助
一
突
。
寛
永
寸
九
壬
子
抜
九
用

水
見
ま
で
の
磁
訟
を
い
ふ
。
能
慢
誌
に
、
向
ぬ
か
ら

一『
正
保
元
年
川
中
巾
春
の
比
、
小
松
中
納
言
利
川
市
公
股
野

一
吉
目
。
大
約
越
従
三
位
"H門
粂
肥
前
守
加
越
能
前
大

大
泊
ま
で
六
恩
あ
り
、
大
泊
の
次
は
脇
村
と
い
う
て

一
の
次
で
に
、
那
谷
山
石
屋
の
似
脅
堂
の
仕
掛
を
御
阿
見
成
さ
一
枚
源
羽
臣
利
前
卿
敬
由
。
冶
工
笛
凶
釜
屋
宮
崎
彦
九

越
中
氷
見
庄
に
邸
す
る
と
記
す
る
。

一
れ
け
る
に
、
高
さ
十
丈
詐
の
石
山
に
、

老
木
枯
木
L
一
郎
藤
原
窃
臣
官
口
綱
』
と
あ
っ
て
、
利
常
が
徳
川
家
綱

ナ

ダ

カ

名
古
同
・
滞
政
の
時
、
百
姓
が
伎
闘
の
お

一
げ
b
A
H
ひ
、
山
の
阪
の
中
刷
に
制
有
て
観
音
堂
の
枇

一
の
生
誕
を
視
し
建
立
し
た
も
の
と
見
え
る
。

次
第
に
切
-M
し
て
、
そ
の
残
俄
殆
ど
椛
き
る
に
主
つ

一
を
建
て
安
世
せ
し
め
、
提
言
坊
花
王
院
呑
離
を
備
へ

一
山
制
限
堂
。
=
一
間
三
而
、
郎
自
師
、
屋
縦
入
母
屋
議
、
設

て
も
、
向
二
升
高
だ
け
を
剥
し
て
、
百
姓
の
地
似
を

一
執
行
す
。
』
と
て
、
そ
れ
よ
り
利
協
が
荒
援
を
興
し
た

一
瓦
話
。
四
方
側
闘
に
樋
彩
色
を
出
し
た
跡
が
曲
目
。
、

維
持
し、

開
桜
に
岡
山
首
附
せ
ざ
る
を
古
併
と
し
た
。
名

一
こ
と
を
犯
し
て
あ
る
。
又
元
総
二
年
芭
符
の
由
民
細
道
一
内
部
は
全
都
金
箔
抑
で
、
出
制
股
に
彫
刻
せ
ら
れ
た
十

一
日
川
持
又
は
ご
刀
両
昨
日
と
い
ふ
の
が
是
で
あ
る
。

一
に
は
、『
山
中
の
池
内
市
に
ゆ
く
ほ
ど
に
、
し
ら
税
が
縦
一
二
支
は
そ
れ
ん
¥
の
方
向
を
示
し
、
外
側
腰
板
の
獅

ナ
タ
ガ
ハ

那
谷
川

江
泊
初
に
あ
る
。
能
美
術

一
怖
に
見
な

L
て
あ
ゆ
む
。
左
の
山
際
に
似
斡
堂
あ
り
。
一
子
は
最
も
自
向
奔
放
で
あ
る
。
大
悲
附
に
封
侍
し
た

境
の
山
脈
に
設
し
、
出
口
閉
山
・
抑
制什を
純
て
安
材
打
川
を

一
花
山
訟
弘
三
寸
土
一
加
の
附
面
町
議
さ
せ
給
ひ
て
後
、
大

一
際
上
な
る
八
枚
の
大
き
い
京
行
に
建
て
ら
れ
て
ゐ

併
せ
、
動
徳
川
に
人
る
。
統
叫
凶
粁
。

一
諮
大
悲
の
品
聞
を
安
世
L
給
ひ
て
、
那
谷
と
名
付
給
ふ
一
る
。

ナ
h
F
ジ

那
谷
寺

(一

υ
沿
革

l
江
悩
掛
川
山
谷
に

一
と
か
や
。
那
智
・谷
川
出
の
二
手
を
わ
か
ち
侍
し
と
ぞ
。

一
術
協
。
屋
川帆
入
母
屋
治
、
技
瓦
作
。
符
肢
の
上
押
印
ま

あ
っ
て
、
良
司
宗
に
印
刷
す
る
。

山
械
は
自
生
山
。
源

一
苛
十
刊
さ

3
ι
¥に
、
古
松
縦
な
ら
べ
て
、
立
ぶ
き
の

一
で
が
全
部
石
造
で
、
全
凶
に
殆
ど
例
を
見
ぬ
も
の
で

干
崎
製
把
に
楽
作
寺
と
砲
さ
れ
、
本
来
ナ
タ
二
一
デ
ラ

一
小川
vt
岩
の
上
に
議
か
け
て
砿
勝
の
土
地
な
り
。
石
山

一
あ
る
。
畑
山
階
堂
の
北
方
に
存
す
る
。

で
あ
る
。
そ
の
那
智
-
M
H
恨
の
凶
守
を
取
っ
た
と
い

一
の
行
よ
む
し
ろ
し
駄
の
風
。
』
と
見
え
、
同
年
秋
HH

娘
一
円
四
〉
庭
問
|
那
符
寺
門
的
不
動
院
〉
の
隠
闘
は
、
前
川

」
挽
は

m
mに
地
ぎ
ぬ
。
白
山
犯
に
は
、『
三
筒
寺
。

一
の
一
州
山
根
も
亦
之
に
祈
で
込
自
生
山
那
谷
寺
犯
を
作
つ

一
利
治
の
伽
山
町
再
興
と
問
時
に
築
逃
せ
し
め
た
も
の

那
谷
寺
刷
引
・製
什
祭
谷
O
』
と
把
古
れ
、正
明
に
側
つ

一
た
。

一

で

、
常
初
は
到
紋
よ
り
も
犯
に
脆
か
っ
た
の
で
あ
ら

た
向
山
米
院
の
一
で
、今
も
邸
内
に
白
山
枇
が
あ
る
。

一
(
一
ニ
〉
同
氏
鐙
造
物

l
仲
間
寺
の
大
悲
問
・三
原
培
・純
限

一
ぅ
。
問
中
に
歩
石
を
布
也
し
、
所
々
に
石
を
制
て
、

向
う
て
初
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
と
問
。
は
れ
る
。
天
正

一
欽
及
び
術
協
は
、
昭
和
十
六
年
七
月
凶
間
建
造
物
と

一
四
方
に
茶
室
を
設
け
、
東
方
に
小
池
を
諜
ち
、
北
界

巾
兵
制
討
に
恨
っ
て
山
閣
制
を
失
う
た
の
を
、
立
J

永
十
七

一
し
て
文
相
即
位
か
ら
指
定
せ
ら
れ
た
。

一
の
柑
の
老
樹
に
射
し
て
、
京
出
に
杉
の
E
m
wが
れ
d

ん

年
前
川
刺
陥
が
川
興
し
て
か
ら
、
形
勝
の
可
制
問
に
加

一
大
悲
問
問
。
三
川
二
而
、

mU問
、
口
出
制
入
依
底
鑑

・
軒

一
と
し
、古
川
材
は
多
く
瑞
附
酬
を
用
ひ
て
酔
苔
之
を
阪
ひ
、

へ
る
に
焔
誕
の
枇
泌
を
以
て
し
て
、
そ
の
山
刊
を
抑
制
世

一
凶
峨
風
・花
開
千
崎
山
間
風
、柿
引
針
。
四
方
側
聞
に
透
彫

一
趣
致
甚
だ
闘
初
で
あ
る
。
昭
和
問
年
四
且
文
相
叫
省
ぱ

ら
れ
る
に
京
っ
た
。
那
谷
寺
の
寺
防
は
締
政
の
切
に

一
を
脳
し
、
岩
山
の
巾
胞
に
架
せ
ら
れ
る
。
そ
の
内
帥

一
之
を
名
勝
と
し
て
指
定
し
た
。

は
不
動
院
(
俗
に
京
の
寺
〉と
花
司
一院ハ
聞
の
寺
u
と
が

一
は
級
制
内
に
在
っ
て
、
多
く
低
水
を
閑
ひ
る
。

-

ナ
虫
ジ
エ
ン
ギ

那
谷
寺
縁
起

一
容
。
江
泊
綿

あ
白
、
前
川
利
市
は
正
保
凶
年
不
動
院
に
寺
領
七
イ

一
三
恵
情
。
方
=
一
間
三
脳
、
医
以
桟
瓦
・
叫
。
中
心
柱
を

一
那
谷
村
那
谷
寺
の
紋
起
で
、
谷
地
に

『
流
氷
十
九
間

十円、

泳
郎
四
年
ハ
切
開
元
U

花
王
院
に
等
制
三
」
l
一れを

一
周
ひ
ず
、
各
脳
侍
に
叫
制
'X
て
ら
れ
て
ゐ
る
腕
に
特
色

一
帆
壬
午
冬
十
且
古
田
且
大
制
郷
三
州
太
守
茨
門
利
治
則

肌(
へ
、
後
大
地
苛
滞
も
之
を
削
担
い
だ
。
明
治
の
後
花

一
が
あ
り
、
大
日
如
来
を
安
芭
L
、
大
悲
仰
の
問
問
山

一
凶
命
到
住
法
印
定
話
協
和
町
穏
』
と
あ
る
。

一
寸
一
院
を
阪
し
、
不
動
院
を
改
め
て
那
谷
寺
と
都
す
る

一
上
に
建
て
ら
れ
て
ゐ
る
o
そ
の
鉛
縦
の
銘
に
、
『
務
二

こ
と
に
な
っ
た
。

一
創
建
-
那
谷
寺山
μ
培
一
宇
者
。
錦
、
容
a
恒
河
沙
問
円
隣
之

一

ハニ

dm封
殺
|
続
城
は
石
英
則
前
岩
波
び
向
山
田
山
自
の

一
緒
座
-
叡
剛
一
一
切
獄
絵
之
俳
前
昌
也
o
傍
=
削
刷
新
誠
心
↓

一

岩
石
よ
り
成
り
、
そ
の
牢
阪
に
制
問
を
採
っ
て
税
持

一
税
府
千
枚
。
新
君
泌
年
。
及
自
毘
京
=
子
孫
芸
仰
。
武
一

を
安
芭
L
、
間
前
に
一向
く
堂
を
阿
川
へ
て
、
京
都
消
水

一
徳
長
訟
。
家
迎
緊
策
。
各
保
=
肢
出
J

開閉
z
m帥
M
叫
叶
永
一
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後 あ云地

ナ
タ
ノ
メ
ノ
ウ

那
谷
の
跨
猶
江
川
山
抑
制
抑
制
什
に

は
略
取
を
夜
ず
る
。
主
総
芯
に
、
加
れ
同
名
谷
山
に

術
開刷を
仰
す
と
し
、
笈
閉
山
紀
聞
に
、
那
谷
に
石
符
と

い
ふ
腕
が
あ
っ
て

mM明
石
を
附
す
。
い
づ
れ
の
頃
か

京
都
訟
の
背
が
泌
上
を
納
め
て
掠
剣
し
た
が
、
上
品

の
も
の
を
多
く
制
し
た
と

い
ひ
、
泌
削
出
却
山
県
に
は

『
元
総
十
年
十

H
京
都
玉
恩
徳
兵
衛
と
云
者
、
那
谷

村
側
の
玉
石
壁
、
石
R
四
十
U
Rに
辿
上
鋭
六
枚
上

。
候
て
掘
る
。
是
よ
り
前
も
玉
石
銅
る
取
有
之
問
。

此
以
後
も
松
底
際
右
衛
門
な
ど
い
ふ
帯
、
泡
々
巡
上

同
日
が
越
前
に
赴
〈
終
に
、『
円
前
田
住
介
是
を
聞
い
て
、
五

百
除
騎
の
勢
を
以
て
阿
多
賀
・
篠
原
の
鐙
に
出
合
ふ
。

然
れ
ど
も
敵
に
荷
揚
す
べ
き
松
の
勢
な
ら
ね
ば
、
日

按
が
勢
二
百
俄
騎
討
た
れ
て
那
谷
の
成
へ
引
開
削
る
0
』

な
ど
L
あ
る
那
谷
城
に
就
い
て
は
、
江
沼
芯
稿
に
、

那
谷
村
三
光
院
か
ら
税
且
円
山
へ
寄
る
遣
の
左
の
山
を

域
跡
と
い
ふ
が
、
郭
の
形
は
見
え
ぬ
と
し
、
値
目
官
民

三
州
志
故
雛
考
に
は
、
此
の
山
巾
の
大
谷
と
い
ふ
腕

か
ら
迩
東
の
山
簡
を
古
来
以
跡
と
い
ふ
が
、
以
の
泣

叫
肌
は
恨
…
い
と
促
し
て
ゐ
る
。

ナ
h
F
ダ

ニ

那

谷

谷

江

抑
制
州
で
は
郷
庄
名
を
失

う
て
ゐ
た
か
ら
、
部
政
時
代
に
か
う
し
た
匝
測
が
呼

ば
れ
て
居
た
。
那
谷
谷
に
は
附
・
仙川地
・
大
山
わ
彼
・小

官
披
・
作
見
・
弓
披
・商
品
・開
校
品
川・

二
子
持
・森
・河

原
・勅
使
字
谷
・前
，限
・
比
円
相
叫
・那
谷
・
渋
谷
・
山
本・

山川水
-
A

出
版
・庄
・七
日
前
の
二
十
ご
，
村
が
含
ま
れ
て

ゐ
た
。ナ
生
ツ
ヤ
モ
ノ
ガ
生
リ

那
谷
温
夜
物
語

三
加
。

初
に
江
出
抑
制
作
似
狩
の
山
燕
を
但
し
、
次
に
一
老

人
が
こ
L

に
参
閉
山
し
、
正
徳
二
年
八
月
十

H
の
大
風

に
よ
っ
て
大
山
由
寺
山
附
簡
が
不
作
と
な
り
、
十
対
土
民

が

ωμ
阿
部
吋
の
家
を
版
刷
出
し
た
削
米
を
述
べ
る
こ
と
を

説
い
て
あ
る
。

圃


